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『120分 de法華経！』      vol.14 May.202５ 

━━ Let’s  embark on a journey to discover our own “perspective on the Lotus Sutra”. 

 （みんなで“法華経観”を見つける旅に出よう） 

 

『妙法蓮華経 授
じゅ

学
がく

無学
むがく

人
にん

記
き

品第九』   （迹
しゃく

 門
もん

 ・ 正宗
しょうしゅう

分
ぶん

） 

○『又
また

如來の滅度
めつど

の後
のち

に、若
も

し人あって妙法華經の乃至
ないし

一偈
いちげ

・一句
いっく

を聞
き

いて一念
いちねん

も隨喜
ずいき

せん者
もの

には、我亦
われまた

阿耨多羅
あ の く た ら

三藐三
さんみゃくさん

菩提
ぼだい

の記
き

を與
あた

え授
さず

く』 （法師品 二〇二頁 終五行） 

○『其
そ

の習
しゅう

學
がく

せざる者
もの

は 此
こ

れを曉 了
ぎょうりょう

すること能
あた

わじ』 （方便品 八十二頁 四行） 

○ 「習学」の３つのステップ「聞
もん

解
げ

・思
し

惟
ゆい

・修 習
しゅしゅう

」 

（『若し聞解し思惟し修習することを得ば、必ず阿耨多羅三藐三菩提に近づくことを得たり』） （法師品  二〇九頁三行）  

〇『若
も

し聞
もん

解
げ

し思
し

惟
ゆい

し修 習
しゅしゅう

することを得
え

ば、必
かなら

ず阿
あ

耨
のく

多
た

羅
ら

三
さん

藐
みゃく

三
さん

菩提
ぼだい

に近
ちか

づくことを得
え

たりと知
し

れ』 （法師品 二〇九頁 三行） 

○『十分の一でも実践できれば、いや、その一つにでも徹することができれば、 

りっぱな精進といえる』     (『新釈法華三部経 第一巻』 P8・8行／P5・1行) 

  

 ※ 表記  例：(P353・1行／P259・7行) ⇨ (『新釈・文庫版』頁数／『新釈・単行本』頁数) 

 

◇    ◇    ◇ 

 

＜授学無学人記品のあらすじ＞ 

【感動した阿難（あなん）と羅睺羅（らごら）が授記（じゅき）を願う】━ 

【一九五頁 一行】 （前の品『五百弟子受記品』で、）五百人という多くの弟子たちに授記し、そればかりか

五千起去した者たちや、この法会（ほうえ）の場にいない未来の者たちへの授記を、魔訶迦葉（まか 

かしょう）に託（たく）される様子を見た阿難（あなん）と羅睺羅（らごら）の二人は、／（『我等(われら)毎(つね)

に自(みずか)ら思惟(しゆい)すらく、設(も)し授記を得ば亦(また)快(こころよ)からずや』）心ひそかに思いました。 

「もし私たちに授記（じゅき）をしてくだされば、どれほど有り難く嬉しいことか。私たちは」い

つもそれを考え続けているのだが」と。 

【一九五頁 二行】 そこで二人は座から立ち上がり、仏さまの御前（おんまえ）に進み出て額（ひたい）を仏さ

まの御足（みあし）に付けて礼拝（らいはい）して、こう申し上げました。 

「（『世尊、我等(われら)此(ここ)に於て亦分(また ぶん)あるべし』）世尊よ。私たちも授記（じゅき）を頂く資格
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があると存じますが如何（いかが）でございましょう。私どもは心から仏さまを帰依いたしており

ます。また天上界・人間界、そして阿修羅（あしゅら）界の人々にも、仏の弟子として知れ渡って

いる私たちであります。／（『阿難は常に侍者となって法蔵(ほうぞう)を護持す』）阿難（あなん）はいつも

世尊のお側（そば）に仕えて、世尊のみ教えをたくさん聞かせていただきました。そして教えの蔵

のように多くの教えを記憶し保ち続けております。また羅睺羅（らごら）は、ほかでもありません。

世尊の実の子です。もし私たちに記莂（きべつ）をお与えくださるならば、／（『我が願（ねがい）既（す

で）に滿（まん）じて衆（しゅ）の望（のぞみ）亦（また）足（た）りなん』） 私どもの願いがかなうばかりでなく、

多くの人々は、自分たちにも授記を頂いたことと同じだと、願いがかない、心から喜び満足す

るものと存じます」と、勇気を出して申し上げました。 

 

【声聞 二千人が阿難と羅睺羅同様に授記を願う】━ 

【一九五頁 終四行】 すると二人のその言葉を聞いた学修（がくしゅう）の最中（さなか）にいる声聞（しょうもん）

や、すでに学修を終えた声聞たち（無学の声聞）二千人が一斉（いっせい）に立ち上がり、敬意を表

わす作法である右の肩を肌脱（はだ ぬ）にし、仏さまの御前（おんまえ）に進み出て、一心に合掌して

世尊を仰（あお）ぎ見ました。そして、阿難と羅目侯羅と「同じ願い」を胸にいだきつつ、傍（かたわ）

らに控（ひか）えました」 

 

【世尊が阿難に対して授記】━ 

【一九五頁 終二行】 【（偈）一九六頁 終二行】  世尊が阿難（あなん）に対して語りかけられます。 

「阿難よ。そなたは未来世において仏に成ることができます。その名は『山海慧自在通王如来・

せんかいえ じざいつうおう にょらい』と言い、六十二億という諸仏を供養し、仏の教えを護持したのちに

最高無上の智慧を完成します。そして二十千万億恒河沙（ごうがしゃ）というはかり知れない数の

菩薩を教化し、／（『諸（もろもろ）の菩薩等を敎化し』） それぞれの菩薩も最高の悟りを得るように

教化します。誠にその徳分は偉大であると言えます。その国は『常立勝旛・じょうりゅうしょうばん』と言い、

国土は清浄（しょうじょう）で大地は瑠璃（るり）という宝石で覆（おお）われています。時代は『妙音徧

満・みょうおんへんまん』と言い、如来は衆生を愍（あわれ）むがゆえに、寿命は無限に近い無量千万億阿

僧祇劫（あそうぎこう）という年月です。その寿命の長さを人々が千万億無量阿僧祇劫という時間を

かけて数え上げても、到底（とうてい）数え尽（つ）くすことができるものではありません。そして

教えが正しく伝わっていく《正法》の期間は、その仏の寿命の倍の長さであり、教えがそれに準

じた形で残る《像法》の期間は、《正法》の倍の長さに及びます。そしてこれによってガンジス河

の砂の数のごとくの無数の衆生が、【（偈）一九七頁 四行】（『此（こ）の佛法の中に於（おい）て 佛道の因緣を

種（う）えん』） その仏の教えによって、仏の悟りを得る種子を植（う）え付けられるのです」 

 

【新発意（しんぼっち）の菩薩たちの疑問 （なぜ阿難に高い授記を与えたのか） 】━ 

【一九七頁 五行】 この法会の場の中には、／（『新發意（しんぼっち）の菩薩八千人』） 仏の悟りを得ようと

志（こころざし）を立てたばかりの言わば新米の菩薩たち（新発意・しんぼっちの菩薩）が八千人いました。

そしてこの新発意（しんぼっち）の菩薩たちは次のような疑問を抱いたのでした。 

「今までに授記された大菩薩でも、このような素晴らしい記莂（きべつ）を聞いたことがない。／
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（『何（なん）の因緣あって諸（もろもろ）の聲聞（しょうもん）是（かく）の如（ごと）き決（けつ）を得（う）る』） なぜ

声聞に過ぎない阿難に対して、こんなにも尊く素晴らしい記莂（きべつ）を授けられたのだろうか」 

 

【阿難に高い授記を与えた理由 （阿難の過去世の話） 】━ 

【一九七頁 七行】 すると世尊は、／（『諸（もろもろ）の菩薩の心の所念（しょねん）を知（しろ）しめして』） これ

ら新発意（しんぼっち）の菩薩たちの心の中で疑念があることを読み取られ、すぐに次のように仰

（おお）せになりました。 

「諸 （々もろもろ）の善男子よ。はるか遠い過去世に『空王仏・くうおうぶつ』という仏がおられた時、その

仏のみもとで私と阿難は、共に仏の悟りを得たいという志を立てていたのでありました。／（『阿

難は常に多聞（たもん）を樂（ねが）い、我は常に勤（つと）め精進す』） ところが阿難はできるだけ《多くの

教えを聞きたい》と常に願っていたのに対し、私は、聞いた教えを一心に修行し、《常に実践す

る》ことに務めたのでありました。その違いがあったために、結果的に私の方が早く仏の悟りを

得ることができたのです」 

【一九七頁 終三行】「しかし阿難は、現世において私の教えをすべて受け止め、良く保ち、しっかりと

記憶しておりますが、／（『亦（また）將来の諸佛の法蔵（ほうぞう）を護（まも）って、諸（もろもろ）の菩薩衆

を敎化し成就せん』）将来においても諸仏の教えを護持し、それによって多くの菩薩たちを教化

して仏の悟りへと達せしめるでありましょう。それが阿難の本願にほかなりません。そのため

に、このように授記したのです」 

 

【授記を得た慶びと、過去世のことを思い出した阿難の感動】━ 

【一九七頁 終行】 仏さまから『成仏の保証』を頂き、自分が仏に成った国の美しさと素晴らしさを伺っ

た阿難は大歓喜し、いまだかつて経験したことのない感動と感謝に包まれました。と同時に、

過去世に仕えた無量千万億の諸仏から頂いた教えを、／（『即時に過去の無量千萬億の諸佛の法蔵

（ほうぞう）を憶念（おくねん）するに、通達（つうだつ）無礙（むげ）なること今聞く所の如し。亦（また）本願を識

（し）んぬ』） たった今、聞いたかのように全ての教えを瞬時（しゅんじ）に思い出すことができまし

た。また過去世において誓願（せいがん）した願いも、ありありと蘇（よみがえ）り、自由自在に振り

返ることができたのでした。 

 

【授記を得た阿難のお礼と誓い】━ 

【一九八頁 三行】 すると阿難はお礼と誓いの言葉を、偈（げ）に託して申し上げました。 

「世尊は誠に有り難きお方であります。私が過去世において無数の諸仏から伺った教えを、今

日（こんにち）伺ったかのように思い出させてくださいました。私は今こそ何の疑いもなく、仏の

悟りを得る道を迷いもなく安心して歩んで参ります。／（『方便（ほうべん）をもって侍者（じしゃ）とな

って 諸佛の法を護持（ごじ）せん』） そして方便を以って今後も多くの仏の侍者（じしゃ）となって、

その教えを護持して参ります」 

 

【羅睺羅（らごら）への授記】━ 

【一九八頁 七行】 その時、世尊は羅目侯羅（らごら）に向けて語りかけられました。 
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「そなたも未来世において、必ず仏と成ることができます。名を『蹈七宝華如来・とうしっぽうけ にょら

い』と言い、これから先、十の世界を微塵（みじん）に砕（くだ）いた粒子の数に匹敵（ひってき）する無

数の仏を供養し、しかもそれぞれの仏の長子（ちょうし）として生まれていきます。まさに現在の

そなたと同じであります。この『蹈七宝華仏』の国土の美しさ、そして仏の寿命の長さ、教化す

る弟子の数、教えが正しく残る《正法》の期間、また《像法》の期間の長さなどは、阿難が仏と成

った『山海慧自在通王如来・せんかいえ じざいつうおう にょらい』と同じであり、異なるものはありません。

／（『亦（また）此の佛の爲に而（しか）も長子と作（な）らん』） そしてまた仏の長子となって生まれて

くるそなたは、さらに修行を積んで行き、ついには最高無上の悟りを得ることになります」 

 

【釈尊の父親としての慈愛】━ 

【一九九頁 三行】 世尊は偈（げ）を以って、さらにお説き下さいました。 

「私が太子であった時、羅目侯羅（らごら）は長子（ちょうし）として生まれ、／（『我今（われ いま）佛道を成

ずれば 法を受けて法子（ほうし）と爲（な）れり』） 私が仏の悟りを得ると今度は私の教えを受けて《教

えの子》となりました。／（『未來世の中に於て 無量億の佛を見たてまつるに 皆（みな）其（そ）の長子

となって 一心に佛道を求めん』） 羅睺羅は未来世においても常に仏の長子として生まれ、一心に

仏の悟りを求めていきます。／（『羅睺羅（らごら）の密行（みつぎょう）は唯我（ただ われ）のみ能（よ）く之（こ

れ）を知れり』） そして謙虚になって修行し、人知れず陰で功徳を積みながら精進する姿は、じつ

は私だけがよく知っています。羅睺羅が私の長子となって生まれながらも、黙々と陰ながら修

行精進している姿は、多くの衆生の善き手本であります。そして陰ながら一心に修行するその

功徳は、無量億千万という数えきれない甚大（じんだい）な功徳であります。羅睺羅はそのように

して仏道を安らかに歩み、最高無上の悟りを求めて行くのであります」 

 

【二千人の声聞へ授記】━ 

【一九九頁 八行】「羅目侯羅（らごら）への授記を終えられた世尊は、羅睺羅のそばに居並（いなら）ぶ学修中

の声聞（学の声聞）と、すでに学修を完了した声聞（無学の声聞）たち二千人を見渡されました。

そして世尊は、それらの者たちの心が、とらわれなく安らかであり、素直で正直で、静かで落

ち着き、清らかな心となっていることを感じ取られました。さらにその者たちが一心に仏を仰

ぎ見ていることがわかりました。 

 

【一九九頁 九行】そこで世尊は、阿難に対して仰（おお）せになりました。 

「汝（なんじ）、これらの学・無学の二千人の声聞を見ましたか」 

 

【一九九頁 九行】 阿難は答えます。 

「はい。見ました。素晴らしい人たちです」 

 

【一九九頁 九行】 世尊は言葉を続けます。 

「阿難よ。これら二千人の声聞たちは、五十の世界を砕（くだ）いて微塵（みじん）とした数のよう

に無数の仏をこれから供養し、敬い、尊び、仏の教えをしっかりと護持していきます。そして
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最後の身において、十方の国々でみな同じ時刻にそれぞれの道場にて坐（ざ）し、同時に仏と成

るでありましょう。仏の名は、みな同じく『宝相如来・ほうそう にょらい』と言い、その仏の寿命は一劫

の年月であります。その国の美しさとそこに住む声聞や菩薩たちの素晴らしさ、また《正法》と

《像法》の期間の長さは、みな同じであります。これら無数の『宝相如来』は、それぞれが持つ偉

大なる神通力によって十方世界の衆生を教化し、その名声は十方世界の隅々（すみずみ）にまであ

まねく知れ渡るでありましょう。そしてそれらの仏は、長い年月それぞれの国土においてとど

まり、そののち世を去るでありましょう」 

 

【二千人の声聞が授記を得た慶びと感謝】━ 

【二〇〇頁 終二行】 この有り難い授記を伺った学・無学の二千人の声聞は、躍（おど）り上がらんばかり

に喜び、偈をもって感謝と感激、感動の思いを世尊に申し上げたのでした。 

「（『世尊は慧（え）の燈明（とうみょう）なり 我（われ）授記の音（みこえ）を聞きたてまつりて 心に歡喜（かんぎ）

充滿（じゅうまん）せること 甘露（かんろ）をもって灌（そそ）がるるが如（ごと）し』）世尊は偉大なる智慧の

《光》であります。私共への有り難い授記の御声（みこえ）を直接伺い、私たちは歓喜に満ち満ちて

います。まるで甘露（かんろ）を全身に浴びたようで、これ以上ない幸せに包まれています。誠に

もったいないことです。本当に有り難いことです」 

と世尊を心から讃え、感謝と感激を申し上げたのでした。 

 

◇     ◇     ◇ 

 

学
がく

・無学
む が く

の声聞
しょうもん

への授記
じ ゅ き

                (P149・終行／P115・終4行) 

見習いの修行者までも授記されたということは、一見、不思議なようですけれども、すべて

の人間は等しく「仏性」を持っているのであり、その仏性を明らかにし、自覚さえすれば、だ

れでも等しく「仏に成れる」のです。 

 

身
み

近
ぢか

な人の教化
きょうけ

                        (P152・5行／P117・6行) 

（ここで不思議に思われることは、阿難や羅睺羅がなぜほかの人よりずっと遅れて、ようやく見習いの声聞たちと一緒に

授記されたかということです。 P150・5行／P 116・1行）。～  我々が身近な者、すなわち妻とか夫とか、

子とか親とかを教化することが、一番難しいのだということになります。口先だけで導こうと

しても、到底できるものではありません。日常生活の、実際の行ないによって感化するよりほか

はないのです。 
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《思
し

惟
ゆい

のひととき ①》 

 

常随
じょうずい

の侍
じ

者
しゃ

・阿難
あ な ん

                      (P153・終4行／P118・4行) 

阿難（アーナンダ）は、浄飯王（じょうぼんのう）の弟・甘露飯王（かんろぼんのう）の子で、お釈迦さまの従

弟（いとこ）にあたります。提婆達多の弟でもあります。～ 《多聞（たもん）第一》の ～ 阿難は百

二十歳の長寿を保ち、火定（かじょう）三昧にはいって示寂（じじゃく）したと伝えられています。 

 

密行
みつぎょう

第一の羅
ら

睺
ご

羅
ら

                       (P166・1行／P126・終7行) 

羅睺羅（ラーフラ）というのは、障（さわ）りという意味です。シッダールタ太子が正法を求めるた

めに出家したいと、ひそかに思っていられたころ、王子誕生の報をきかれ、おもわず「ラーフ

ラ（障り）が生じた」とつぶやかれたといいます。～  自分の生まれや身分を鼻にかけることな

く、常にコツコツと陰徳を積み、静かに坐禅することをつねとしましたので、ついに、《密行（み

つぎょう）第一》として、教団内外の信望を集めるようになりました。 

 

『世
せ

尊
そん

、我等
わ れ ら

此
ここ

に於
おい

て亦分
またぶん

あるべし』    （一九五頁 三行） 

  世尊よ。私どもも成仏の保証を頂く資格があると存じますが、如何でございましょう。 

『我
わ

が願
ねがい

既
すで

に滿
まん

じて衆
しゅ

の望
のぞみ

亦
また

足
た

りなん』 （一九五頁 六行） 

  授記を頂けるならば、私どもの願いがかなうばかりでなく、多くの人々も自ら授記を頂いたことと同

じだと感じ、願いがかなって心から満足し喜ぶものと存じます。 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ②》 

庭野開祖は、「身近な人を教化するには、口先だけで導こうとしてもできるものではなく、

日常生活のなかで、実際の行いによって感化するよりほかはない」と説示しています。 

━━ では、私たちの日常生活を振り返り、特に自分の素（す）、本性、わがままが一番出や

すい『家庭』では、どんな「行ない」をしているか？ 同様に、『職場や学校』では、周囲にど

のような影響を与える行ないをしている自分か？  振り返ってみましょう。 

阿難と羅睺羅は『世尊、我等此に於て亦分あるべし』（「世尊よ。私どもも成仏の保証を頂く

資格があると存じますが、如何でございましょう」）と勇気を出して世尊に申し上げています。 し

かも、『我が願既に滿じて衆の望亦足りなん』（「もし私たちに記莂（きべつ）をお与えくださるな

らば、多くの人々は自分たちにも授記を頂いたことと同じだと、願いがかなうばかりでなく、心から喜び

満足するものと存じます」）と堂々と言い切っています。 

━━ この堂々と言い切った「勇気ある行為」を、あなたはどのように受け止めますか？   
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『此
こ

の佛
ぶっ

法
ぽう

の中に於
おい

て 佛
ぶつ

道
どう

の因緣
いんねん

を種
う

えん』     （一九七頁 四行） 

  仏の教えによって、仏の悟りを得る種子を心身に植え付けることでありましょう。 

 

『何
なん

の因緣
いんねん

あって 諸
もろもろ

の聲聞
しょうもん

是
かく

の如
ごと

き決
けつ

を得
う

る』   （一九七頁 六行） 

声聞の身に過ぎない（阿難）が、なぜこのような素晴らしい授記を得たのであろうか。 

 

『爾
そ

の時に世
せ

尊
そん

、 諸
もろもろ

の菩薩
ぼ さ つ

の心
こころ

の所
しょ

念
ねん

を知
しろ

しめして』 （一九七頁 七行） 

世尊は、（新発意の）菩薩たちが心の中に感じた不審をお分かりになりました。 

 

『阿難
あ な ん

は常
つね

に多聞
た も ん

を樂
ねが

い、我
われ

は常
つね

に勤
つと

め精進
しょうじん

す』  （一九七頁 終四行） 

阿難はできるだけ多くの教えを聞き、学びたいと願い、一方、私は聞いた教えを一心に修行し、実

践することに務めたのです。 

 

多聞
た も ん

と勤
ごん

修
しゅう

・精進
しょうじん

                       (P187・終2行／P144・9行) 

この節には、ひじょうに大切なことが教えられてあります。それは『実践の重要性』というこ

とです。～ 

阿難の前身である菩薩は、仏さまの教えをできるだけたくさん聞きたい、教わりたいと願っ

ていたのに対して、お釈迦さまの前身である菩薩は、教えを修行し、実践することに務められた

わけです。その違いによって～  

お釈迦さまの方がずっと早く仏の悟りを得られたのであります。～  

 

仏道を励むのには次の三つの道を兼ね行なわなければならぬとされています。 

 ⇒ 聞・（聞解）（学習）思・（思惟）（思索）修・（修習）（実践）。 

この最後の「修・修習」には、『自利の実践』と『利他の実践』があります。 

 

『自利の実践』は、自分に磨きをかける修行。礼拝・読経・三昧もそれに入ります。 

『利他の実践』は、仏さまのお仕事のお手伝いであります。～ 仏の境地への最短距離を歩むも

のだということができます。（人のために法を説いたり、導いたり、縁ある人を人生の苦悩・困難から救ってあげ

るはたらきもそれに入ります）。 
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《思
し

惟
ゆい

のひととき ③》 

 

慈悲
じ ひ

を習慣
しゅうかん

とする                      (P191・終5行／P147・3行) 

利他行は、単に慈悲心のほとばしりであるばかりでなく、慈悲心を養うものであります。～ 

絶えず善行（ぜんこう）を行っていると、だんだん情緒（じょうちょ）が美しくなっていき、～ ますます善行

を行わずにはいられないようになるのであります。 

 

利他
り た

行
ぎょう

は智慧
ち え

も養
やしな

う                    (P192・5行／P147・終5行) 

「慈悲の行ない」は、利他行であると同時に、ほんとうの意味の智慧を養う自利の修行とも

なります。 

利他行を行なえば行なうほど、仏さまの慈悲に近い「慈悲」、仏さまの智慧に近い「智慧」

が、次第次第にできあがっていくわけであって、《法の実践》が仏の境地への一番の近道であり、

お釈迦さまも、それによって、阿難よりも早く悟られたのです。 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ④》 

 

『方便
ほうべん

をもって侍者
じ し ゃ

となって 諸佛
しょぶつ

の法
ほう

を護持
ご じ

せん』   （一九八頁 五行） 

方便をもって今後も多くの仏さまの侍者となり、その教えを護持してまいります。 

 

前世で阿難は「法を聞く・多聞を願い」、一方、お釈迦さまは、「つとめて精進する」という姿勢

をとられていたと説かれています。━━  

➀では、私の信仰姿勢は、どちらのタイプでしょうか？ 

それとも、どちらでもない？  

➁また、『実践』には、「自利の実践」と「利他の実践」の両方を行なうことであると説かれてい

ます。私はこの「自利の実践」と「利他の実践」の両方を務めているでしょうか？  

振り返ってみましょう。    ※ 「菩薩行」とは「菩提（自行）薩埵（さった・化他行）の行」 

庭野開祖は「『慈悲の行ない』を実践していけば、「だんだん情緒が美しくなり」、次第に『仏

の智慧と慈悲』を頂けるのです」と説いています。 

しかも、「仏の智慧と慈悲」を具えることができれば、それによって、人として最高の境

地、すなわち「満ち足りた幸せな人生」を送ることができるということも説示しています。 

━━ この「『慈悲の行ない』をする」ことによって、「情緒が美しく」なり、『仏の智慧と慈

悲』を得て、最終的には、「満ち足りた人生を送れる」という教えを、あなたはどのように受

け止めますか？  噛み締めてみましょう。 
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教化
きょうけ

とは仏性
ぶっしょう

を引
ひ

き出
だ

すこと                (P193・4行／P148・5行) 

 《教化し成就せん》・・・仏性が完全に動き出した状態が《成就》であり、ひとの仏性を完全

に引き出してあげることを、《成就せしめる》というのです。 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑤》 

 

『法
ほう

を受
う

けて法子
ほ う し

と為
な

れり』    （一九九頁 三行） 

私の教えを受けて、教えの子となりました。 

 

法
ほう

の子
こ

をつくろう                        (P203・5行／P157・2行) 

『法を受けて法子と為れり』…尊いお言葉です。～ 大事なのは、「法の親子」の関係です。～  

教えの遺産というものは無限大であり、～ 少しも減るものではありません。～ 我々もお釈

迦さまの遺産相続者とならなければなりませんし、また、その遺産をできるだけ多くの人に伝え

なければなりません。すなわち、自ら立派な《法子（ほうし）》となると同時に、この世に《法子》を無

限に増やしていかなければらないのです。   

 

『羅睺
ら ご

羅
ら

の密行
みつぎょう

は唯我
ただわれ

のみ能
よ

く之
これ

を知
し

れり』   （一九九頁 五行） 

羅睺羅は謙虚に修行し、人知れず陰で功徳を積みながら精進する姿は、実は私だけがよく知ってい

ます。 

 

密
みつ

 行
ぎょう

                              (P205・終行／P159・1行) 

第一に、どんな小さな戒律でも、また人の見ていないところでも、それを固く守り行なって

いることです。第二は、本来、菩薩の身でありながら、それをかくして声聞として活動するこ

とです。 

 

 

 

 

庭野開祖は、『教化』とは、相手の人が持っている『仏性』を引き出してあげること」だ。と説

きます。 ━━ では、私は「相手の仏性を引き出そう」としている自分なのか？  

それとも「相手の仏性が出ることを引き止めている」触れ方をしてはいないか？ 

（相手を自分の気持ちで裁き、とがめ、追い詰めたりしてはいないか？） 振り返ってみましょう。 
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《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑥》 

 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑦》 

 

『世尊は慧
え

の燈
とう

明
みょう

なり 我
われ

授記
じ ゅ き

の音
みこえ

を聞
き

きたてまつりて 心
こころ

に歡喜
か ん ぎ

充滿
じゅうまん

せること 甘露
か ん ろ

をもって灌
そそ

がるるが如
ごと

し』      （二〇一頁 一行） 

世尊は智慧の光であられます。私どもは授記のみ声を伺いまして、心に慶びが満ち満ち、甘露を注

がれた思いでございます。 

 この偈（げ）は短いですけれども、≪法華経≫のなかでも有名な偈で、仏さまをあがめ、仏さ

まの教えに感謝する心持がいきいきと溢（あふ）れています。心に深く沁（し）み込ませたいもので

あります。 

 

《思
し

惟
ゆい

のふりかえり まとめ》 

 

 

 合 掌 

庭野開祖は『密行』の意味を 

① 「人の見ていないところでも、ちゃんと実践していること」 

② 「菩薩行を実践していても、それを表にひけらかすようにしていないこと」だと説きます。  

━━ では、この「①と②」の在り方と、日ごろの自分の信仰姿勢を振り返ると如何で

しょう。 振り返ってみましょう。 

お釈迦さまは、実子・羅日侯羅に対して「そなたが陰で行う修行を、私はしっかり見てい

た」と説かれています。━━ では私は、私にとって大切で身近な「夫・妻・子」、または

「部下や後輩」、「僧伽の仲間たち」などの人たちの「陰の努力」を見るように努力している

でしょうか？ また、見ているでしょうか？ 振り返ってみましょう。 

今日の『授学無学人記品第九』の学びを通して、何を学び取ったか？ 

（何を一番強く感じ、受け止めることができたか？） 噛み締めてみましょう。 


